
 
 
 
 
 

これからの時代の地域における大学の在り方について－地方の活性化と地域の中核となる大学

の実現－（令和３年 12 月中央教育審議会大学分科会審議まとめ）では、地域における大学の役割

として次の４つの項目が挙げられている。 
① 人材育成機関としての役割（必要不可欠な分野の従事者、地域産業のＤＸやグローバル化を推

進する人材、地域社会を活性化する人材） 
② 高度な研究能力を有する機関としての役割（産業界等との連携、地域の発展や課題解決に資す

る取組の実行） 
③ 地域の文化・歴史を発展・継承する役割（地域の魅力の発信） 
④ 知と人材のハブとしての役割（海外等の他地域との窓口） 
 
【出典】文部科学省「これからの時代の地域における大学の在り方について－地方の活性化と地域

の中核となる大学の実現－」より作成 
 
DX とは、デジタルトランスフォーメーションのことである。IT 化とも混同されることが多いが、

IT 化は既存の手順や手続きをコンピュータに置き換えることにより効率化することが目指される

のに対し、DX はビジネスモデルや組織全体の変化によって新たな価値を創造することが目指され

るものとされる。 
ハブは、様々な分野で利用される言葉であるが、人や情報などが集まる中心となる場所や役割のこ

とである。つまり、地域における大学とは、その地域において“知”と“人材”が集まる場所とし

ての役割が挙げられている。 
 
問１．地域における大学は「人材育成機関」として大きな役割を担っていると考えられる。掲げら

れた項目の中に記載されている「必要不可欠な分野の従事者」とは、どのような方々のことで

あり、そのために必要とされる大学での学びとはどのようにあるべきだと思われるのか、あな

たの考えを 400～500 字で述べなさい。 
 
問２．地域における大学には「地域の文化・歴史の継承」や「知と人材のハブ」としての役割が期

待されている。「地域の文化・歴史の継承」または「知と人材のハブ」のどちらか１つについ

て、大学ではどのような取り組みを進めてゆくべきと考えられるのか、あなたの考えを 400～
500 字で述べなさい。 
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